







































                                                   
1 「南方の自然史研究の中でもっとも光り輝いたのは確かに粘菌研究であった。しかし、彼がもっとも心血を注
いだ研究は何かといえば、キノコの研究であった。」萩原博光「粘菌」『南方熊楠を知る事典』（松居ほか編、
1993 年）p. 54. 
2 羽山蕃次郎宛て 1895 年（推定）6 月 21 日付書簡、『南方熊楠全集』7 巻所収 
3 萩原博光「南方熊楠の菌学研究と彩色図譜」『南方熊楠菌類図譜』（萩原編、2007 年）p. 128. 
4 「（南方の生物研究は）専ら変形菌（粘菌）研究について若干語られる程度であり、熊楠の菌類に関する業績
を顕彰することは殆ど無いのが現状であった」郷間秀夫「真菌類（キノコ）」『南方熊楠大事典』（松居・田村
編、2012 年）p. 86. 






































                                                   







































                                                   




















がその名の頭文字で ABC を教える仕組みになっていた。（…） 
それは聖なる四足、驢馬 Âne をもってはじまっていた。その名の頭文字は大きく記してあって、
それで A という文字を教えていた。牛の Bœuf は B を覚えさせ，鴨の Canard は C を教え、
七面鳥の Dinde は D を響かせていた。（…）いくつかの枠はよく分からないには分からなかっ













                                                   
10 前掲『昆虫記』（岩波文庫）11 巻 p. 58, 65, 68. 

































                                                   
12 「履歴書」と通称される、矢吹義夫宛 1925 年 1 月 31 日付け書簡、『南方熊楠全集』7 巻 p. 8. 
13 山田吉彦『ファーブル記』（岩波新書、1949 年）p. 38. 
14 前掲『昆虫記』（岩波文庫）5 巻 p. 44. 
15 前掲『昆虫記』（岩波文庫）11 巻 p. 42. 



































                                                   
17 アンドレ・ブルトン『シュルレアリスム宣言・溶ける魚』（巖谷國士訳、岩波文庫、1992 年、p12.） 
























 世代は異なるが同じく 19 世紀後半を生き、その時代の生物研究に接したファーブルと南方は、そ
のキノコ図譜制作に関しては、多くの類似性を示している。 








                                                   
19 ディアーヌ・ドゥ・マルジュリー「現代の英雄ジャン・アンリ・ファーブル」（前掲『ジャン・アンリ・
ファーブルのきのこ』p. 22.）の引用する、ファーブル伝作者イーヴ・ドランジュの言。 

































                                                   
21 前掲『昆虫記』（岩波文庫）20 巻 pp. 97〜98. 
22 パトリック・ジョリ「ファーブルの菌学の作品」（前掲『ジャン・アンリ・ファーブルのきのこ』p. 102.） 
23 同前、『ジャン・アンリ・ファーブルのきのこ』p. 109. 
24 萩原、前掲「南方熊楠の菌学研究と彩色図譜」、p. 128. 
25 萩原、前掲「南方熊楠の菌学研究と彩色図譜」、pp. 128〜129. 





どすべて 1878 年から 1899 年までの間に描かれたものと思われる。日付のあるものの大部分は、
1886 年から 1893 年までの間に描かれている 27。［1 点だけ、1903 年のアミヒラタケ図がある］ 
 
 南方の菌類図譜の場合、採集・制作年が 1900 年から 1940 年の 40 年間に及んでいて 28、ファーブ
ルのキノコ図描画とはほぼ入れ違いだったことになる。冒頭に触れたように、通し番号で 4700 を越
























                                                   
27パトリック・ジョリ「ファーブルの菌学の作品」p 104 
28 萩原、前掲「南方熊楠の菌学研究と彩色図譜」p. 128. 
































                                                   
30 拙稿「南方熊楠の『エコロジー』」（『熊楠研究』5 号、2003 年） 
31 この時期、南方は連日日記に採集の進捗状況を克明に記録している。主にはキノコと変形菌、シダ類などの隠
花植物、および高等植物だが、生涯でも例外的にこの時期には昆虫の採集もしている。参照：後藤伸「南方熊楠
の昆虫記」（『熊楠研究』1 号、1999 年）、同「熊楠標本からみた紀州熊野の森―採集品（植物・昆虫）から 20 世
紀初頭の自然を考える―」（『熊楠研究』2 号、2000 年） 
32 後藤伸「紀伊半島の自然と南方熊楠」（『南方熊楠に学ぶ』奈良女子大学人間文化研究科「南方熊楠の学際的研


































                                                   
33 南方「紀州田辺湾の生物」『南方熊楠全集』6 巻所収 
